
89 （一〇）

『無名草子』の「心用ゐ」「心遣ひ」をめぐって　 

二
一
年
五
月
。

高
木
和
子
「
風
葉
和
歌
集
の
源
氏
物
語
理
解
―
無
名
草
子
、
物
語
二
百
番
歌
合
の
系
譜
か
ら

―
」『
国
語
と
国
文
学
』
平
安
朝
文
学
史
の
再
構
築
、
98
巻
５
号
、
二
○
二
一
年
五
月
。

中
村
文
「『
無
名
草
子
』
冒
頭
部
の
構
想
」『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
　
人
間
学
部
篇
』
５
号
、

二
○
○
五
年
一
二
月
。

星
山 

健
「<

場
の
物
語>

の
系
譜
に
お
け
る
『
無
名
草
子
』
―
聞
き
手
老
尼
の
経
歴
お
よ
び

年
齢
に
着
目
し
て
―
」『
日
本
文
学
』
56
巻
６
号
、
二
○
○
七
年
六
月
。

安
道
百
合
子
「
夕
顔
巻
に
お
け
る
中
将
の
君
の
「
い
み
じ
き
」
返
歌
―
『
無
名
草
子
』
の
人

物
評
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」『
日
本
文
学
研
究
』
42
号
、
二
○
○
七
年
一
月
。

古
門
香
「『
無
名
草
子
』
の
女
性
論
―
伊
勢
の
御
息
所
を
中
心
に
―
」『
信
大
国
語
教
育
』
20

号
、
二
○
一
○
年
一
一
月
。

大
野
ロ
ベ
ル
ト「
女
の
し
わ
ざ
―『
無
名
草
子
』の
批
評
空
間
―
」『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』37
号
、

二
○
一
一
年
三
月
。

桜
井
宏
徳
「『
大
鏡
』
に
始
ま
る
も
の
―
『
今
鏡
』『
無
名
草
子
』
を
中
心
と
し
て
」『
国
文

学
解
釈
と
観
賞
』
平
安
朝
文
学
史
の
輪
郭
、
76
巻
８
号
、
二
○
一
一
年
八
月
。

田
渕
句
美
子
「『
無
名
草
子
』
の
作
者
像
」『
国
語
と
国
文
学
』
中
世
の
随
筆
・
日
記
、
89
巻

５
号
、
二
○
一
二
年
五
月
。

田
渕
句
美
子
「『
無
名
草
子
』
の
視
座
」『
中
世
文
学
』
57
号
、
二
○
一
二
年
六
月
。

田
仲
洋
己
「『
無
名
草
子
』
の
一
面
」『
国
語
と
国
文
学
』
92
巻
１
号
、
二
○
一
五
年
一
月
。

前
田
香
緒
里
「『
無
名
草
子
』
に
見
る
「
女
」
の
価
値
観
―
「
捨
て
が
た
き
ふ
し
」
に
注
目

し
て
―
」『
語
文
論
叢
』
33
号
、
二
○
一
八
年
七
月
。

早
川
華
代「
俊
成
卿
女
の
出
家
を
め
ぐ
っ
て
―『
無
名
草
子
』作
者
と
し
て
の
可
能
性
―
」『
叙

説
』
47
号
、
二
○
二
○
年
三
月
。

早
川
華
代
「『
無
名
草
子
』
伝
来
小
考
」『
人
間
文
化
総
合
科
学
研
究
科
年
報
』
36
号
、
二
○

二
一
年
三
月
。

横
溝
博
「『
落
窪
物
語
』
と
『
夜
の
寝
覚
』
の<

事
件> 

―
平
安
朝
物
語
文
学
史
の
再
構

築
に
向
け
て
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
平
安
朝
文
学
史
の
再
構
築
、
98
巻
５
号
、
二
○

（十）



90（九）

TONAMI Miwako

　『
無
名
草
子
』
で
は
、
自
分
自
身
を
律
し
、
他
人
へ
の
気
配
り
を
す
る
「
心
用
ゐ
」
が
大

事
な
こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」「
国
文
学
史
Ⅱ
」

の
講
義
で
『
無
名
草
子
』
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
教
科
書
の
問
い
に
あ
っ
た
「
御
心
柄
」

だ
け
で
な
く
、「
心
用
ゐ
」
な
ど
「
心
」
に
着
目
し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
40
『
松
浦
宮
物
語
　
無
名
草
子
』
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。

以
下
、
頁
は
開
始
頁
を
記
す
。
ふ
り
が
な
は
一
部
に
と
ど
め
た
。

（
２
） 「
紫
式
部
の
こ
と
」
―
『
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
大
修
館
書
店
、
二
○
一
六
年
（
五
○
、

大
修
館
、古
Ｂ
三
一
○
）
／
「
紫
式
部
」
―
『
精
選
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
明
治
書
院
、

二
○
一
六
年
（
一
一
七
、明
治
、古
Ｂ
三
一
六
）
／
「
清
少
納
言
」・「
紫
式
部
」
―
『
高

等
学
校
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
三
省
堂
、
二
○
一
四
年
（
一
五
、三
省
堂
、
古
Ｂ
三

○
四
）・『
高
等
学
校
　
標
準
古
典
Ｂ
』
第
一
学
習
社
、二
○
一
六
年
（
一
八
三
、第
一
、

古
Ｂ
三
二
四
）・『
古
典
文
学
選
　
古
典
Ａ
』
教
育
出
版
、二
○
一
六
年
（
一
七
、教
出
、

古
Ａ
三
○
二
）
／
「
清
少
納
言
」・「
紫
式
部
」・「
文
」
―
『
精
選
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』

東
京
書
籍
、二
○
一
六
年（
二
、東
書
、古
Ｂ
三
○
二
）／「
清
少
納
言
と
紫
式
部
」・「
文
」

―
『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
』
第
一
学
習
社
、
二
○
一
六
年
（
一
八
三
、
第
一
、
古
Ｂ

三
二
八
）・『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
第
一
学
習
社
、二
○
一
六
年
（
一
八
三
、

第
一
、
古
Ｂ
三
二
二
）・『
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
数
研
出
版
、
二
○
一
六
年
（
一
○
四
、

数
研
、
古
Ｂ
三
一
四
）。
／
「
小
野
小
町
」
―
『
古
典
Ｂ
』
桐
原
書
店
、
二
○
一
六

年
（
二
一
二
、
桐
原
、
古
Ｂ
三
二
七
）
／
「
文
」
―
『
精
選
古
典
Ｂ
』
三
省
堂
、
二

○
一
六
年
（
一
五
、三
省
堂
、
古
Ｂ
三
○
六
）・『
新
編
　
古
典
Ｂ
』
教
育
出
版
、
二

○
一
六
年
（
一
七
、
教
出
、
古
Ｂ
三
○
九
）。『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
』
第
一
学
習
社
、

二
○
一
六
年
は
二
○
一
四
年
検
定
済
。
他
は
二
○
一
三
年
検
定
済
。

（
３
） 『
高
等
学
校
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
三
省
堂
、
二
○
一
四
年
。

（
４
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
26
『
紫
式
部
日
記
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

（
５
） 

田
渕
句
美
子
『
女
房
文
学
史
論
―
王
朝
か
ら
中
世
へ
―
』「
序
章
　
女
房
文
学
史
論

の
射
程
」
岩
波
書
店
、
二
○
一
九
年
、
一
五
頁
。

（
６
） 

テ
キ
ス
ト
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
無
名
草
子
』、
一
九
七
六
年
（
新
装
版
二
○

一
七
年
）
を
使
用
。

（
７
） 

用
例
検
索
に
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
利
用
し
た
。

（
８
） 『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
。
以
下
同
。
用
例
は
省
略
し
た
。

（
９
） 

田
渕
句
美
子
注
（
５
）
前
掲
書
「
第
五
部
　
教
え
論
ず
る
女
房
た
ち
―
教
育
が
ひ
ら

く
回
路
」
第
一
章
、
四
四
四
頁
。

（
10
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
21
〜
23
『
源
氏
物
語
』
②
〜
④
、
小
学
館
、
一
九
九
五
〜

一
九
九
六
年
。

（
11
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
50
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

（
12
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
28
『
夜
の
寝
覚
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

（
13
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
31
『
栄
花
物
語
』
①
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
。

（
14
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
34
『
大
鏡
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

（
15
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
38
『
今
昔
物
語
集
』
④
、
小
学
館
、
二
○
○
二
年
。

参
考
文
献

『
無
名
草
子
　
注
釈
と
資
料
』
和
泉
書
院
、
二
○
○
四
年
。

樋
口
芳
麻
呂
「『
無
名
草
子
』
の
発
端
」『
国
語
と
国
文
学
』
55
巻
10
号
、一
九
七
八
年
一
○
月
。

森
正
人
「
無
名
草
子
の
構
造
」『
国
語
と
国
文
学
』
55
巻
10
号
、
一
九
七
八
年
一
○
月
。

後
藤
晃
子
「『
無
名
草
子
』
に
お
け
る
人
物
評
価
語
句
に
つ
い
て
」『
日
本
語
文
化
研
究
』
４

号
、
二
○
○
一
年
一
二
月
。
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TONAMI Miwako

　『
無
名
草
子
』
で
は
、
自
分
自
身
を
律
し
、
他
人
へ
の
気
配
り
を
す
る
「
心
用
ゐ
」
が
大

事
な
こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」「
国
文
学
史
Ⅱ
」

の
講
義
で
『
無
名
草
子
』
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
教
科
書
の
問
い
に
あ
っ
た
「
御
心
柄
」

だ
け
で
な
く
、「
心
用
ゐ
」
な
ど
「
心
」
に
着
目
し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
40
『
松
浦
宮
物
語
　
無
名
草
子
』
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。

以
下
、
頁
は
開
始
頁
を
記
す
。
ふ
り
が
な
は
一
部
に
と
ど
め
た
。

（
２
） 「
紫
式
部
の
こ
と
」
―
『
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
大
修
館
書
店
、
二
○
一
六
年
（
五
○
、

大
修
館
、古
Ｂ
三
一
○
）
／
「
紫
式
部
」
―
『
精
選

　
古
典
Ｂ

　
古
文
編
』
明
治
書
院
、

二
○
一
六
年
（
一
一
七
、明
治
、古
Ｂ
三
一
六
）
／
「
清
少
納
言
」・「
紫
式
部
」
―
『
高

等
学
校
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
三
省
堂
、
二
○
一
四
年
（
一
五
、三
省
堂
、
古
Ｂ
三

○
四
）・『
高
等
学
校
　
標
準
古
典
Ｂ
』
第
一
学
習
社
、二
○
一
六
年
（
一
八
三
、第
一
、

古
Ｂ
三
二
四
）・『
古
典
文
学
選
　
古
典
Ａ
』
教
育
出
版
、二
○
一
六
年
（
一
七
、教
出
、

古
Ａ
三
○
二
）
／
「
清
少
納
言
」・「
紫
式
部
」・「
文
」
―
『
精
選
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』

東
京
書
籍
、二
○
一
六
年（
二
、東
書
、古
Ｂ
三
○
二
）／「
清
少
納
言
と
紫
式
部
」・「
文
」

―
『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
』
第
一
学
習
社
、
二
○
一
六
年
（
一
八
三
、
第
一
、
古
Ｂ

三
二
八
）・『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
第
一
学
習
社
、二
○
一
六
年
（
一
八
三
、

第
一
、
古
Ｂ
三
二
二
）・『
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
数
研
出
版
、
二
○
一
六
年
（
一
○
四
、

数
研
、
古
Ｂ
三
一
四
）。
／
「
小
野
小
町
」
―
『
古
典
Ｂ
』
桐
原
書
店
、
二
○
一
六

年
（
二
一
二
、
桐
原
、
古
Ｂ
三
二
七
）
／
「
文
」
―
『
精
選
古
典
Ｂ
』
三
省
堂
、
二

○
一
六
年
（
一
五
、三
省
堂
、
古
Ｂ
三
○
六
）・『
新
編
　
古
典
Ｂ
』
教
育
出
版
、
二

○
一
六
年
（
一
七
、
教
出
、
古
Ｂ
三
○
九
）。『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
』
第
一
学
習
社
、

二
○
一
六
年
は
二
○
一
四
年
検
定
済
。
他
は
二
○
一
三
年
検
定
済
。

（
３
） 『
高
等
学
校
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』
三
省
堂
、
二
○
一
四
年
。

（
４
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
26
『
紫
式
部
日
記
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

（
５
） 

田
渕
句
美
子
『
女
房
文
学
史
論
―
王
朝
か
ら
中
世
へ
―
』「
序
章
　
女
房
文
学
史
論

の
射
程
」
岩
波
書
店
、
二
○
一
九
年
、
一
五
頁
。

（
６
） 

テ
キ
ス
ト
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
無
名
草
子
』、
一
九
七
六
年
（
新
装
版
二
○

一
七
年
）
を
使
用
。

（
７
） 

用
例
検
索
に
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
利
用
し
た
。

（
８
） 『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
。
以
下
同
。
用
例
は
省
略
し
た
。

（
９
） 

田
渕
句
美
子
注
（
５
）
前
掲
書
「
第
五
部
　
教
え
論
ず
る
女
房
た
ち
―
教
育
が
ひ
ら

く
回
路
」
第
一
章
、
四
四
四
頁
。

（
10
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
21
〜
23
『
源
氏
物
語
』
②
〜
④
、
小
学
館
、
一
九
九
五
〜

一
九
九
六
年
。

（
11
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
50
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

（
12
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
28
『
夜
の
寝
覚
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

（
13
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
31
『
栄
花
物
語
』
①
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
。

（
14
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
34
『
大
鏡
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
。

（
15
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
38
『
今
昔
物
語
集
』
④
、
小
学
館
、
二
○
○
二
年
。

参
考
文
献

『
無
名
草
子
　
注
釈
と
資
料
』
和
泉
書
院
、
二
○
○
四
年
。

樋
口
芳
麻
呂
「『
無
名
草
子
』
の
発
端
」『
国
語
と
国
文
学
』
55
巻
10
号
、一
九
七
八
年
一
○
月
。

森
正
人
「
無
名
草
子
の
構
造
」『
国
語
と
国
文
学
』
55
巻
10
号
、
一
九
七
八
年
一
○
月
。

後
藤
晃
子
「『
無
名
草
子
』
に
お
け
る
人
物
評
価
語
句
に
つ
い
て
」『
日
本
語
文
化
研
究
』
４

号
、
二
○
○
一
年
一
二
月
。

（八）

『無名草子』の「心用ゐ」「心遣ひ」をめぐって　 

『
栄
花
物
語）

13
（

』
に
六
例
、

世
を
知
り
た
ま
は
ん
に
も
い
と
め
で
た
き
御
心
用
ゐ
を
と
、
か
へ
す
が
へ
す
思
し
ま
ど

は
せ
た
ま
ふ
。

　 

（
三
八
頁
）

東
三
条
の
大
臣
、
世
の
中
を
御
心
の
う
ち
に
し
そ
し
て
思
す
べ
か
め
れ
ど
、
な
ほ
う
ち

と
け
ぬ
さ
ま
に
御
心
用
ゐ
ぞ
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。 

 （
一
○
五
頁
）

一
条
の
大
納
言
は
、
母
も
お
は
せ
ぬ
姫
君
を
、
わ
が
御
懐
に
て
お
ほ
し
た
て
ま
つ
り
た

ま
へ
れ
ば
、
よ
ろ
づ
い
と
つ
つ
ま
し
き
世
の
御
心
用
ゐ
な
れ
ば
、
つ
つ
ま
し
う
思
し
な

が
ら
、 

 （
一
二
五
頁
）

わ
が
御
こ
こ
ろ
ざ
し
も
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
う
ち
に
、
宮
の
御
心
用
ゐ
も
憚
り
思
さ
れ

て
、
お
ろ
か
な
ら
ず
思
さ
れ
つ
つ
あ
り
わ
た
り
た
ま
ふ
。 

（
一
五
八
頁
）

そ
の
姫
宮
、
え
な
ら
ず
か
し
づ
き
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
、
い
さ
さ
か
か
た
ほ
な
る
こ
と

も
な
く
、
も
の
き
よ
き
御
仲
ら
ひ
な
り
、
中
務
宮
の
御
心
用
ゐ
な
ど
、
世
の
常
に
な
べ

て
に
お
は
し
ま
さ
ず
、
い
み
じ
う
御
才
賢
う
お
は
す
る
あ
ま
り
に
、 

（
四
三
四
頁
）

子
を
さ
へ
生
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
こ
の
御
あ
た
り
に
お
は
し
初
め
て
後
は
、
こ
よ
な

き
御
心
用
ゐ
な
れ
ど
、
な
ほ
を
り
を
り
の
も
の
の
紛
れ
ぞ
、
い
と
心
づ
き
な
う
お
は
し

け
る
。 
（
四
五
九
頁
）

『
大
鏡）

14
（

』
に
二
例
、

同
じ
種
一
つ
筋
に
ぞ
お
は
し
あ
れ
ど
、
門か

ど

別
れ
ぬ
れ
ば
、
人
々
の
御
心
用
ゐ
も
、
ま
た
、

そ
れ
に
し
た
が
ひ
て
こ
と
ご
と
に
な
り
ぬ
。 

（
二
二
頁
）

　
ま
づ
は
帥
殿
の
御
心
用
ゐ
の
さ
ま
ざ
ま
し
く
お
は
し
ま
さ
ば
、
父
お
と
ど
の
御
病
の

ほ
ど
、
天
下
執
行
の
宣
旨
下
り
た
ま
へ
り
し
ま
ま
に
、
お
の
づ
か
ら
さ
て
も
や
お
は
し

ま
さ
ま
し
。 

（
二
九
五
頁
）

「
御
心
用
意
」
が
『
夜
の
寝
覚
』
に
二
例
、

「
憂
き
は
も
の
か
は
」
と
お
ぼ
し
め
さ
る
る
に
、「
も
し
、
あ
り
が
た
し
と
思
ひ
知
り
、

参
り
た
ま
ふ
や
う
も
や
あ
る
」
の
御
心
用
意
に
、
正
三
位
の
位
賜
は
せ
て
、「
い
と
若
々

し
く
、
慕
は
し
げ
な
る
御
気
色
も
、
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ず
出
で
入
り
た
ま
ふ
べ
う
」
な

ど
お
ほ
せ
ら
れ
て
、
車
も
う
け
た
ま
は
り
て
、
宣
旨
下
る
を
、「
い
と
殊
な
る
御
心
用

意
は
、な
ほ
内
侍
督
の
御
お
ぼ
え
な
ど
の
い
み
じ
き
に
、ひ
か
れ
た
ま
ふ
に
こ
そ
は
」と
、

人
々
お
ど
ろ
き
、 

（
三
三
七
頁
）

あ
る
の
み
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集）

15
（

』
に
一
例
あ
る
「
心
用
」
は
、

然し
か

レ
バ
人
尚
態

わ
ざ
と

ニ
ハ
不よ

 る依
マ
ジ
、
只

た
だ
こ
こ
ろ
の
よ
う
な
り

心
用
也
。 

（
二
七
四
頁
）

と
、
ま
と
も
な
心
を
も
っ
て
い
る
か
が
肝
腎
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
「
心
用
ゐ
」
の
用
例
の
う
ち
、最
初
の
二
例
「
我
か
ら
心
用
ゐ
」
は
、

『
無
名
草
子
』特
有
の
使
い
方
で
あ
る
。
自
分
自
身
で
す
る
心
遣
い
、自
制
心
を
さ
し
て
い
る
。

『
無
名
草
子
』
の
『
露
の
宿
り
』
論
で
は
、

　
大
弐
が
娘
こ
そ
い
と
ほ
し
け
れ
。『
扇
の
風
を
身
に
し
め
て
』
な
ど
あ
る
ほ
ど
は
い

み
じ
。
八
条
の
人
も
、
我
か
ら
は
い
と
よ
し
。
一
条
の
上
と
い
ふ
人
こ
そ
、
な
ど
や
ら

む
、
憎
け
れ
。 

（
二
五
二
頁
）

と
、「
心
用
ゐ
」
が
省
略
さ
れ
た
形
の
「
我
か
ら
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。『
露
の
宿
り
』

も
散
逸
物
語
で
あ
る
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
八
条
の
人
が
自
制
心
が
あ
る
点
が
と
て

も
良
い
と
評
し
て
い
る
。

　
現
在
で
は
「
用
意
」
と
い
う
語
は
「
準
備
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、『
日
本
国
語

大
辞
典
』
に
、

よ
う
‐
い 

【
用
意
】〔
名
〕
①
よ
く
気
を
つ
け
る
こ
と
。
深
い
心
づ
か
い
の
あ
る
こ
と
。

意
を
用
い
る
こ
と
。
②
あ
る
事
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
前
も
っ
て
備
え
て
お
く
こ
と
。

準
備
し
て
お
く
こ
と
。
し
た
く
。
③
競
技
な
ど
を
は
じ
め
る
前
に
、
準
備
を
う
な
が
す

た
め
に
か
け
る
掛
け
声
。

と
あ
る
よ
う
に
、
元
々
は
深
い
心
遣
い
を
意
味
し
て
い
た
。
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TONAMI Miwako

　「
胡
蝶
」
の
巻
で
は
、

西
の
対
の
御
方
は
、
か
の
踏た

ふ

歌か

の
を
り
の
御
対
面
の
後
は
、
こ
な
た
に
も
聞
こ
え
か
は

し
た
ま
ふ
。
深
き
御
心
用
ゐ
や
、
浅
く
も
い
か
に
も
あ
ら
む
、
気
色
い
と
労
あ
り
、
な

つ
か
し
き
心
ば
へ
と
見
え
て
、
人
の
心
隔
つ
べ
く
も
も
の
し
た
ま
は
ぬ
人
の
さ
ま
な
れ

ば
、
い
づ
方
に
も
み
な
心
寄
せ
き
こ
え
た
ま
へ
り
。 （
胡
蝶『
源
氏
物
語
』③
一
七
四
頁
）

と
、
西
の
対
の
女
主
人
と
な
っ
た
玉
鬘
の
こ
と
を
紫
の
上
が
、
深
い
気
配
り
と
い
う
点
で
は
、

不
足
な
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
と
評
し
て
い
る
。

　「
蛍
」
の
巻
で
は
、

南
面
の
御
簾
の
内
は
ゆ
る
し
た
ま
へ
り
。
台
盤
所
の
女
房
の
中
は
ゆ
る
し
た
ま
は
ず
。

あ
ま
た
お
は
せ
ぬ
御
仲
ら
ひ
に
て
、い
と
や
む
ご
と
な
く
か
し
づ
き
き
こ
え
た
ま
へ
り
。

お
ほ
か
た
の
心
用
ゐ
な
ど
も
、
い
と
も
の
も
の
し
く
ま
め
や
か
に
も
の
し
た
ま
ふ
君
な

れ
ば
、
う
し
ろ
や
す
く
思
し
ゆ
づ
れ
り
。 
（
蛍
『
源
氏
物
語
』
③
二
一
七
頁
）

と
、
夕
霧
に
明
石
の
姫
君
の
御
簾
の
内
に
入
る
こ
と
は
許
す
が
、
紫
の
上
の
女
房
の
詰
め
所

に
入
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と
い
う
場
面
で
用
い
て
い
る
。

　「
常
夏
」
の
巻
で
は
、

み
な
立
ち
寄
り
て
心
の
ま
ま
に
も
折
り
取
ら
ぬ
を
飽
か
ず
思
ひ
つ
つ
や
す
ら
ふ
。「
有

職
ど
も
な
り
な
。
心
用
ゐ
な
ど
も
、
と
り
ど
り
に
つ
け
て
こ
そ
め
や
す
け
れ
。

 

（
常
夏
『
源
氏
物
語
』
③
二
二
八
頁
）

と
、
玉
鬘
に
思
い
を
寄
せ
る
男
た
ち
の
こ
と
を
評
し
て
い
る
。

　「
藤
裏
葉
」
の
巻
で
は
、

公
ざ
ま
は
、
す
こ
し
た
は
れ
て
、
あ
ざ
れ
た
る
方
な
り
し
、
こ
と
わ
り
ぞ
か
し
。
こ
れ

は
才
の
際
も
ま
さ
り
、
心
用
ゐ
男
々
し
く
、
す
く
よ
か
に
、
足
ら
ひ
た
り
と
世
に
お
ぼ

え
た
め
り
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
対
面
し
た
ま
ふ
。 （
藤
裏
葉『
源
氏
物
語
』③
四
三
七
頁
）

と
、
父
源
氏
と
比
較
し
、
夕
霧
の
こ
と
を
評
し
て
い
る
。

　「
若
菜
上
」
の
巻
で
も
、

次
々
の
子
の
お
ぼ
え
の
ま
さ
る
な
め
り
か
し
。
ま
こ
と
に
か
し
こ
き
方
の
才
、
心
用
ゐ

な
ど
は
、
こ
れ
も
を
さ
を
さ
劣
る
ま
じ
く
、
あ
や
ま
り
て
も
、
お
よ
す
け
ま
さ
り
た
る

お
ぼ
え
、
い
と
こ
と
な
め
り
」
な
ど
、
め
で
さ
せ
た
ま
ふ
。

 

（
若
菜
上
『
源
氏
物
語
』
④
二
六
頁
）

と
、
夕
霧
が
父
源
氏
に
劣
ら
な
い
と
評
し
て
い
る
。

　「
夕
霧
」
の
巻
で
は
、

さ
が
な
く
、
事
が
ま
し
き
も
、
し
ば
し
は
な
ま
む
つ
か
し
う
、
わ
づ
ら
は
し
き
や
う
に

憚は
ば
から

る
る
こ
と
あ
れ
ど
、
そ
れ
に
し
も
従
ひ
は
つ
ま
じ
き
わ
ざ
な
れ
ば
、
事
の
乱
れ
出

で
来
ぬ
る
後
、
我
も
人
も
憎
げ
に
あ
き
た
し
や
。
な
ほ
南
の
殿

お
と
ど

の
御
心
用
ゐ
こ
そ
、
さ

ま
ざ
ま
に
あ
り
が
た
う
、
さ
て
は
こ
の
御
方
の
御
心
な
ど
こ
そ
は
、
め
で
た
き
も
の
に

は
見
た
て
ま
つ
り
は
て
は
べ
り
ぬ
れ
」
な
ど
、
ほ
め
き
こ
え
た
ま
へ
ば
、

 

（
夕
霧
『
源
氏
物
語
』
④
四
七
○
頁
）

と
、
紫
の
上
の
心
遣
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
全
体
で
検
索
し
て
も
、
他
に
は
「
心
用
ひ
」
が
『
宇
治
拾
遺
物

語）
11
（

』
に
一
例
、

　
今
は
昔
、
一
条
摂
政
と
は
東
三
条
殿
の
兄
に
お
は
し
ま
す
。
御
か
た
ち
よ
り
始
め
、

心
用
ひ
な
ど
め
で
た
く
、
才
、
有
様
、
ま
こ
と
し
く
お
は
し
ま
し
、 

（
一
四
二
頁
）

「
心
用
ゐ
」
が
『
夜
の
寝
覚）

12
（

』
に
一
例
、

こ
の
御
折
の
心
は
、
た
だ
こ
の
人
の
御
ま
ま
な
る
も
、
か
た
へ
は
、
人
が
ら
、
心
用
ゐ

な
ど
ぞ
、
い
と
よ
く
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
。 

（
五
二
二
頁
）

「
御
心
用
ゐ
」
が
『
夜
の
寝
覚
』
に
一
例
、

言
ひ
知
ら
ざ
ら
む
御
心
用
ゐ
も
罪
あ
る
ま
じ
く
、
契
り
め
で
た
く
見
え
さ
せ
た
ま
ひ
け

る
。 

  （
二
六
四
頁
）
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TONAMI Miwako

　「
胡
蝶
」
の
巻
で
は
、

西
の
対
の
御
方
は
、
か
の
踏た

ふ

歌か

の
を
り
の
御
対
面
の
後
は
、
こ
な
た
に
も
聞
こ
え
か
は

し
た
ま
ふ
。
深
き
御
心
用
ゐ
や
、
浅
く
も
い
か
に
も
あ
ら
む
、
気
色
い
と
労
あ
り
、
な

つ
か
し
き
心
ば
へ
と
見
え
て
、
人
の
心
隔
つ
べ
く
も
も
の
し
た
ま
は
ぬ
人
の
さ
ま
な
れ

ば
、
い
づ
方
に
も
み
な
心
寄
せ
き
こ
え
た
ま
へ
り
。 （
胡
蝶『
源
氏
物
語
』③
一
七
四
頁
）

と
、
西
の
対
の
女
主
人
と
な
っ
た
玉
鬘
の
こ
と
を
紫
の
上
が
、
深
い
気
配
り
と
い
う
点
で
は
、

不
足
な
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
と
評
し
て
い
る
。

　「
蛍
」
の
巻
で
は
、

南
面
の
御
簾
の
内
は
ゆ
る
し
た
ま
へ
り
。
台
盤
所
の
女
房
の
中
は
ゆ
る
し
た
ま
は
ず
。

あ
ま
た
お
は
せ
ぬ
御
仲
ら
ひ
に
て
、い
と
や
む
ご
と
な
く
か
し
づ
き
き
こ
え
た
ま
へ
り
。

お
ほ
か
た
の
心
用
ゐ
な
ど
も
、
い
と
も
の
も
の
し
く
ま
め
や
か
に
も
の
し
た
ま
ふ
君
な

れ
ば
、
う
し
ろ
や
す
く
思
し
ゆ
づ
れ
り
。 

（
蛍
『
源
氏
物
語
』
③
二
一
七
頁
）

と
、
夕
霧
に
明
石
の
姫
君
の
御
簾
の
内
に
入
る
こ
と
は
許
す
が
、
紫
の
上
の
女
房
の
詰
め
所

に
入
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と
い
う
場
面
で
用
い
て
い
る
。

　「
常
夏
」
の
巻
で
は
、

み
な
立
ち
寄
り
て
心
の
ま
ま
に
も
折
り
取
ら
ぬ
を
飽
か
ず
思
ひ
つ
つ
や
す
ら
ふ
。「
有

職
ど
も
な
り
な
。
心
用
ゐ
な
ど
も
、
と
り
ど
り
に
つ
け
て
こ
そ
め
や
す
け
れ
。

 

（
常
夏
『
源
氏
物
語
』
③
二
二
八
頁
）

と
、
玉
鬘
に
思
い
を
寄
せ
る
男
た
ち
の
こ
と
を
評
し
て
い
る
。

　「
藤
裏
葉
」
の
巻
で
は
、

公
ざ
ま
は
、
す
こ
し
た
は
れ
て
、
あ
ざ
れ
た
る
方
な
り
し
、
こ
と
わ
り
ぞ
か
し
。
こ
れ

は
才
の
際
も
ま
さ
り
、
心
用
ゐ
男
々
し
く
、
す
く
よ
か
に
、
足
ら
ひ
た
り
と
世
に
お
ぼ

え
た
め
り
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
対
面
し
た
ま
ふ
。 （
藤
裏
葉『
源
氏
物
語
』③
四
三
七
頁
）

と
、
父
源
氏
と
比
較
し
、
夕
霧
の
こ
と
を
評
し
て
い
る
。

　「
若
菜
上
」
の
巻
で
も
、

次
々
の
子
の
お
ぼ
え
の
ま
さ
る
な
め
り
か
し
。
ま
こ
と
に
か
し
こ
き
方
の
才
、
心
用
ゐ

な
ど
は
、
こ
れ
も
を
さ
を
さ
劣
る
ま
じ
く
、
あ
や
ま
り
て
も
、
お
よ
す
け
ま
さ
り
た
る

お
ぼ
え
、
い
と
こ
と
な
め
り
」
な
ど
、
め
で
さ
せ
た
ま
ふ
。

 

（
若
菜
上
『
源
氏
物
語
』
④
二
六
頁
）

と
、
夕
霧
が
父
源
氏
に
劣
ら
な
い
と
評
し
て
い
る
。

　「
夕
霧
」
の
巻
で
は
、

さ
が
な
く
、
事
が
ま
し
き
も
、
し
ば
し
は
な
ま
む
つ
か
し
う
、
わ
づ
ら
は
し
き
や
う
に

憚は
ば
から

る
る
こ
と
あ
れ
ど
、
そ
れ
に
し
も
従
ひ
は
つ
ま
じ
き
わ
ざ
な
れ
ば
、
事
の
乱
れ
出

で
来
ぬ
る
後
、
我
も
人
も
憎
げ
に
あ
き
た
し
や
。
な
ほ
南
の
殿

お
と
ど

の
御
心
用
ゐ
こ
そ
、
さ

ま
ざ
ま
に
あ
り
が
た
う
、
さ
て
は
こ
の
御
方
の
御
心
な
ど
こ
そ
は
、
め
で
た
き
も
の
に

は
見
た
て
ま
つ
り
は
て
は
べ
り
ぬ
れ
」
な
ど
、
ほ
め
き
こ
え
た
ま
へ
ば
、

 

（
夕
霧
『
源
氏
物
語
』
④
四
七
○
頁
）

と
、
紫
の
上
の
心
遣
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
全
体
で
検
索
し
て
も
、
他
に
は
「
心
用
ひ
」
が
『
宇
治
拾
遺
物

語）
11
（

』
に
一
例
、

　
今
は
昔
、
一
条
摂
政
と
は
東
三
条
殿
の
兄
に
お
は
し
ま
す
。
御
か
た
ち
よ
り
始
め
、

心
用
ひ
な
ど
め
で
た
く
、
才
、
有
様
、
ま
こ
と
し
く
お
は
し
ま
し
、 

（
一
四
二
頁
）

「
心
用
ゐ
」
が
『
夜
の
寝
覚）

12
（

』
に
一
例
、

こ
の
御
折
の
心
は
、
た
だ
こ
の
人
の
御
ま
ま
な
る
も
、
か
た
へ
は
、
人
が
ら
、
心
用
ゐ

な
ど
ぞ
、
い
と
よ
く
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
。 

（
五
二
二
頁
）

「
御
心
用
ゐ
」
が
『
夜
の
寝
覚
』
に
一
例
、

言
ひ
知
ら
ざ
ら
む
御
心
用
ゐ
も
罪
あ
る
ま
じ
く
、
契
り
め
で
た
く
見
え
さ
せ
た
ま
ひ
け

る
。 

  （
二
六
四
頁
）

（六）

『無名草子』の「心用ゐ」「心遣ひ」をめぐって　 

　『
駒
迎
へ
』
論
の
中
で
、

ま
た
、「『
駒
迎
へ
』、
言
葉
遣
ひ
艶
に
い
み
じ
げ
な
る
ほ
ど
よ
り
は
、
む
げ
に
末
枯
れ

に
ぞ
あ
る
。

　
大
将
の
心
用
ゐ
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。
人
は
口
に
ま
か
せ
て
、
さ
こ
そ
は
も
の
は
言
へ

ど
も
、
必
ず
そ
の
筋
を
通
す
こ
と
は
、
今
も
昔
も
あ
り
が
た
き
わ
ざ
な
る
を
、
は
じ
め

の
趣
に
て
、
末
ま
で
通
し
た
る
が
い
み
じ
き
な
り
。
雪
の
夜
、
夢
見
て
驚
き
、
渡
り
な

が
ら
、
い
と
心
苦
し
げ
な
る
あ
り
さ
ま
を
見
置
き
て
、
た
ち
帰
る
心
な
ど
こ
そ
。
あ
ま

り
に
情
な
か
め
る
。 

（
二
五
四
頁
）

と
、
散
逸
物
語
で
あ
る
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
男
主
人
公
で
あ
ろ
う
大
将
の
心
遣
い

に
関
し
て
、
筋
を
貫
き
通
し
た
こ
と
を
す
ば
ら
し
い
と
語
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、「
心
遣
ひ
」
は
、
女
の
論
の
中
の
「
小
野
小
町
」
論
に
、

「
女
御
、
后
は
、
心
に
く
く
、
い
み
じ
き
た
め
し
に
書
き
伝
へ
論
ら
れ
さ
せ
た
ま
ふ
ば

か
り
の
は
、
い
と
あ
り
が
た
し
。
ま
し
て
末
々
は
こ
と
わ
り
な
り
か
し
。

　
色
を
好
み
、
歌
を
詠
む
者
、
昔
よ
り
多
か
ら
め
ど
、
小
野
小
町
こ
そ
、
み
め
、
容か

た
ち貌

も
、
も
て
な
し
、
心
遣
ひ
よ
り
は
じ
め
、
何
事
も
、
い
み
じ
か
り
け
む
と
お
ぼ
ゆ
れ
。

 
（
二
六
四
頁
）

と
、
小
野
小
町
が
、
容
姿
・
顔
立
ち
・
態
度
・
心
遣
い
を
始
め
と
し
て
、
何
事
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
女
の
論
の
中
で
最
後
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
小
野
の
皇
太
后
宮
（
歓
子
）」
論
で
、雪
の
朝
、

白
河
院
の
御
幸
が
急
に
あ
っ
た
時
、

南
面
に
打
出
十
具
ば
か
り
あ
り
け
る
、
中
よ
り
切
り
て
、
袖
二
十
出
だ
し
て
、
日
隠
し

の
間ま

に
、
院
は
、
御
車
な
が
ら
立
た
せ
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
汗か

ざ
み衫

着
た
る
童
二
人
、
銀

の
銚
子
に
御
酒
入
れ
て
、
銀
の
折
敷
に
金
の
御
盃
据
ゑ
て
、
大
柑
子
、
御
肴
に
て
参
り

た
ま
へ
り
し
ほ
ど
こ
そ
、
い
と
め
で
た
け
れ
。
か
ね
て
用
意
し
た
ら
む
に
は
、
そ
れ
に

ま
さ
る
こ
と
何
事
か
な
か
ら
む
。
に
は
か
に
は
い
と
あ
り
が
た
き
御
用
意
な
り
か
し
。

今
の
世
に
は
何
事
も
と
い
ふ
中
に
、
か
や
う
の
こ
と
こ
そ
、
む
げ
に
あ
り
が
た
か
ん
め

れ
」
な
ど
言
ふ
な
り
。 

（
二
八
四
頁
）

と
、
十
具
だ
け
あ
っ
た
打
出
を
ほ
ど
い
て
、
袖
を
二
十
に
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　「
打
出
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
、

「
う
ち
い
で 

の 

衣
（
き
ぬ
）」
晴
れ
の
席
を
装
飾
す
る
た
め
に
、
寝
殿
や
牛
車
（
ぎ
っ

し
ゃ
）
の
簾
（
す
だ
れ
）
や
几
帳
（
き
ち
ょ
う
）
の
下
か
ら
女
房
装
束
の
袖
口
と
褄
（
つ

ま
）
を
お
し
出
し
て
見
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
衣
だ
け
を
置
く
時
に
も
い
う
。
う
ち

い
で
。
う
ち
で
。
出
衣
（
い
だ
し
ぎ
ぬ
）。

と
あ
る
も
の
で
、
袖
を
ほ
ど
く
こ
と
に
よ
り
、
院
に
対
し
て
大
勢
の
お
出
迎
え
を
し
た
と
い

う
礼
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
予
め
心
配
り
す
る
の
が
、
も
ち
ろ
ん
良
い
け

れ
ど
、
急
な
御
幸
に
対
し
て
、
機
転
の
利
い
た
お
も
て
な
し
だ
っ
た
と
ほ
め
る
場
面
で
「
用

意
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

三
　『
源
氏
物
語
』
等
に
お
け
る
「
心
用
ひ
」「
心
用
ゐ
」「
心
用
意
」

　
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
を
用
い
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物

語）
10
（

』
に
は
、「
心
用
ゐ
」
が
七
例
あ
る
。

　「
少
女
」
の
巻
で
、

大
臣
、
太
政
大
臣
に
あ
が
り
た
ま
ひ
て
、
大
将
、
内
大
臣
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
。
世
の
中

の
こ
と
ど
も
ま
つ
り
ご
ち
た
ま
ふ
べ
く
、
譲
り
き
こ
え
た
ま
ふ
。
人
柄
い
と
す
く
よ
か

に
、
き
ら
き
ら
し
く
て
、
心
用
ゐ
な
ど
も
か
し
こ
く
も
の
し
た
ま
ふ
。

 

（
少
女
『
源
氏
物
語
』
③
三
一
頁
）

と
、
内
大
臣
に
昇
格
し
た
夕
霧
の
こ
と
を
評
し
て
い
る
。



94（五）

TONAMI Miwako

の
宮
。
葵
の
上
の
我
か
ら
心
用
ゐ
。
紫
の
上
さ
ら
な
り
。
明
石
も
心
に
く
く
い
み
じ
」

と
言
ふ
な
り
。 

（
一
九
一
頁
）

と
、
話
の
引
き
出
し
役
を
果
た
す
若
い
女
房
に
「
す
ば
ら
し
い
女
性
は
ど
ん
な
方
々
が
お
り

ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
答
え
の
中
で
、
葵
の
上
に
「
我
か
ら
心
用
ゐ
」
が
使
わ
れ
、
自
身

を
律
す
る
「
心
遣
い
」
を
評
し
て
い
る
。

　
田
渕
句
美
子
氏
は
「『
無
名
草
子
』
の
視
座
―
物
語
と
教
育
を
繋
ぐ

（
９
）

」
の
中
で
、

 

　『
無
名
草
子
』
が
こ
う
し
た
一
種
の
教
育
的
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
時
、

『
無
名
草
子
』
の
中
の
「
若
き
声
」
の
意
味
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
老
尼
か
ら
は
姿
の

見
え
な
い
こ
の
若
い
女
性
は
、こ
こ
で
語
ら
う
女
房
た
ち
か
ら
教
育
を
う
け
る
よ
う
な
、

若
い
女
性
を
象
徴
す
る
存
在
で
は
な
い
か
。（
略
）
こ
の
若
い
女
性
が
教
え
て
も
ら
う

立
場
、
つ
ま
り
教
育
を
受
け
る
女
性
で
あ
り
、
こ
の
女
性
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
、「
好
も
し
き
女
」
で
、

　
六
条
御
息
所
は
、
あ
ま
り
に
物
の
怪
に
出
で
ら
る
る
こ
そ
恐
ろ
し
け
れ
ど
、
人
ざ
ま
、

い
み
じ
く
、
心
に
く
く
、
好
も
し
く
は
べ
る
な
り
。
御
子
の
中
宮
も
、
我
か
ら
心
用
ゐ

な
ど
、
い
と
い
み
じ
く
、
心
に
く
き
人
の
中
に
も
交
ぜ
き
こ
え
つ
べ
き
が
、
な
ど
や
ら

む
、
嫉そ

ね

ま
し
き
は
、
源
氏
の
大
臣
の
あ
ま
り
に
も
て
な
し
た
ま
ふ
が
、
心
づ
き
な
か
る

べ
し
。 

（
一
九
四
頁
）

と
、
六
条
御
息
所
の
娘
の
秋
好
中
宮
に
「
我
か
ら
心
用
ゐ
」
を
使
い
、「
心
に
く
き
人
」
の

中
に
入
れ
る
方
が
良
い
が
と
説
明
し
て
い
る
。

　『
狭
衣
物
語
』
論
の
中
の
「
人
の
論
」
で
、

一
品
の
宮
の
御
心
用
ゐ
、
あ
り
さ
ま
、
愛
敬
な
く
ぞ
あ
れ
ど
、
い
と
あ
て
や
か
に
よ
き

人
な
り
。
物
語
に
か
や
う
な
る
人
の
あ
る
は
、
言
ふ
か
ひ
な
く
惚
れ
、
さ
ら
ね
ば
行
ひ

な
ど
こ
そ
し
た
め
る
に
、
こ
れ
は
い
と
よ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
二
○
頁
）

と
、
い
と
こ
の
狭
衣
大
将
と
結
婚
し
北
の
方
と
な
る
が
夫
婦
仲
は
し
っ
く
り
し
て
い
な
い
一

条
院
の
皇
女
で
あ
る
一
品
の
宮
の
「
御
心
用
ゐ
」
に
触
れ
て
い
る
。

　『
夜
の
寝
覚
』
論
の
「
め
で
た
き
人
」
で
、

女
一
の
宮
の
御
心
用
ゐ
、
あ
り
さ
ま
こ
そ
め
で
た
け
れ
。

　
仲
ら
ひ
も
、
乱
り
が
は
し
き
身
の
契
り
こ
そ
、
い
み
じ
く
口
惜
し
け
れ
、
心
用
ゐ
い

と
よ
し
。
さ
ば
か
り
契
り
深
く
、
か
た
み
に
思
ひ
交
は
し
な
が
ら
、
姉
上
に
は
ば
か
り

て
、
心
よ
り
外ほ

か

な
る
こ
と
こ
そ
あ
ら
め
、
一
行
の
返
り
事
も
我
と
は
せ
じ
と
思
ひ
か
た

め
た
る
ほ
ど
に
、
関
白
殿
に
渡
り
た
ま
ひ
て
後
、
た
と
し
へ
な
き
人
の
御
さ
ま
を
見
る

に
つ
け
て
も
、
忍
び
が
た
く
て
、
折
々
の
返
り
事
も
わ
り
な
く
紛
ら
は
し
て
し
た
る
ほ

ど
、
日
ご
ろ
い
み
じ
く
浅
か
ら
ず
書
き
交
は
さ
む
を
、
こ
の
後
し
も
、
跡
絶
え
た
ら
ま

し
か
ば
い
か
に
口
惜
し
か
ら
ま
し
と
、
限
り
な
く
思
ひ
知
ら
れ
た
る
も
こ
と
わ
り
な
り

か
し
。 

（
二
二
九
頁
）

と
、
女
一
の
宮
の
気
の
配
り
方
を
褒
め
、
寝
覚
の
上
の
心
遣
い
も
と
て
も
良
い
と
評
し
て
い

る
。

　『
み
つ
の
浜
松
』
論
で
は
、

ま
た
、「『
み
つ
の
浜
松
』
こ
そ
、『
寝
覚
』『
狭
衣
』
ば
か
り
の
世
の
覚
え
は
な
か
め
れ

ど
、
言
葉
遣
ひ
、
あ
り
さ
ま
を
は
じ
め
、
何
事
も
め
づ
ら
し
く
、
あ
は
れ
に
も
い
み
じ

く
も
、
す
べ
て
物
語
を
作
る
と
な
ら
ば
、
か
く
こ
そ
思
ひ
寄
る
べ
け
れ
、
と
お
ぼ
ゆ
る

も
の
に
て
は
べ
れ
。
す
べ
て
こ
と
の
趣
め
づ
ら
し
く
、
歌
な
ど
も
よ
く
、
中
納
言
の
心

用
ゐ
、
あ
り
さ
ま
な
ど
あ
ら
ま
ほ
し
く
、
こ
の
、
薫
大
将
の
た
ぐ
ひ
に
な
り
ぬ
べ
く
、

め
で
た
く
こ
そ
あ
れ
。 

（
二
三
五
頁
）

と
、『
み
つ
の
浜
松
』（『
浜
松
中
納
言
物
語
』）
の
主
人
公
で
あ
る
中
納
言
の
心
配
り
や
様
子

が
理
想
的
で
、『
源
氏
物
語
』
の
薫
大
将
と
同
じ
類
で
す
ば
ら
し
い
と
語
っ
て
い
る
。
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TONAMI Miwako

の
宮
。
葵
の
上
の
我
か
ら
心
用
ゐ
。
紫
の
上
さ
ら
な
り
。
明
石
も
心
に
く
く
い
み
じ
」

と
言
ふ
な
り
。 

（
一
九
一
頁
）

と
、
話
の
引
き
出
し
役
を
果
た
す
若
い
女
房
に
「
す
ば
ら
し
い
女
性
は
ど
ん
な
方
々
が
お
り

ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
答
え
の
中
で
、
葵
の
上
に
「
我
か
ら
心
用
ゐ
」
が
使
わ
れ
、
自
身

を
律
す
る
「
心
遣
い
」
を
評
し
て
い
る
。

　
田
渕
句
美
子
氏
は
「『
無
名
草
子
』
の
視
座
―
物
語
と
教
育
を
繋
ぐ

（
９
）

」
の
中
で
、

 

　『
無
名
草
子
』
が
こ
う
し
た
一
種
の
教
育
的
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
時
、

『
無
名
草
子
』
の
中
の
「
若
き
声
」
の
意
味
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
老
尼
か
ら
は
姿
の

見
え
な
い
こ
の
若
い
女
性
は
、こ
こ
で
語
ら
う
女
房
た
ち
か
ら
教
育
を
う
け
る
よ
う
な
、

若
い
女
性
を
象
徴
す
る
存
在
で
は
な
い
か
。（
略
）
こ
の
若
い
女
性
が
教
え
て
も
ら
う

立
場
、
つ
ま
り
教
育
を
受
け
る
女
性
で
あ
り
、
こ
の
女
性
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
、「
好
も
し
き
女
」
で
、

　
六
条
御
息
所
は
、
あ
ま
り
に
物
の
怪
に
出
で
ら
る
る
こ
そ
恐
ろ
し
け
れ
ど
、
人
ざ
ま
、

い
み
じ
く
、
心
に
く
く
、
好
も
し
く
は
べ
る
な
り
。
御
子
の
中
宮
も
、
我
か
ら
心
用
ゐ

な
ど
、
い
と
い
み
じ
く
、
心
に
く
き
人
の
中
に
も
交
ぜ
き
こ
え
つ
べ
き
が
、
な
ど
や
ら

む
、
嫉そ

ね

ま
し
き
は
、
源
氏
の
大
臣
の
あ
ま
り
に
も
て
な
し
た
ま
ふ
が
、
心
づ
き
な
か
る

べ
し
。 

（
一
九
四
頁
）

と
、
六
条
御
息
所
の
娘
の
秋
好
中
宮
に
「
我
か
ら
心
用
ゐ
」
を
使
い
、「
心
に
く
き
人
」
の

中
に
入
れ
る
方
が
良
い
が
と
説
明
し
て
い
る
。

　『
狭
衣
物
語
』
論
の
中
の
「
人
の
論
」
で
、

一
品
の
宮
の
御
心
用
ゐ
、
あ
り
さ
ま
、
愛
敬
な
く
ぞ
あ
れ
ど
、
い
と
あ
て
や
か
に
よ
き

人
な
り
。
物
語
に
か
や
う
な
る
人
の
あ
る
は
、
言
ふ
か
ひ
な
く
惚
れ
、
さ
ら
ね
ば
行
ひ

な
ど
こ
そ
し
た
め
る
に
、
こ
れ
は
い
と
よ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
二
○
頁
）

と
、
い
と
こ
の
狭
衣
大
将
と
結
婚
し
北
の
方
と
な
る
が
夫
婦
仲
は
し
っ
く
り
し
て
い
な
い
一

条
院
の
皇
女
で
あ
る
一
品
の
宮
の
「
御
心
用
ゐ
」
に
触
れ
て
い
る
。

　『
夜
の
寝
覚
』
論
の
「
め
で
た
き
人
」
で
、

女
一
の
宮
の
御
心
用
ゐ
、
あ
り
さ
ま
こ
そ
め
で
た
け
れ
。

　
仲
ら
ひ
も
、
乱
り
が
は
し
き
身
の
契
り
こ
そ
、
い
み
じ
く
口
惜
し
け
れ
、
心
用
ゐ
い

と
よ
し
。
さ
ば
か
り
契
り
深
く
、
か
た
み
に
思
ひ
交
は
し
な
が
ら
、
姉
上
に
は
ば
か
り

て
、
心
よ
り
外ほ

か

な
る
こ
と
こ
そ
あ
ら
め
、
一
行
の
返
り
事
も
我
と
は
せ
じ
と
思
ひ
か
た

め
た
る
ほ
ど
に
、
関
白
殿
に
渡
り
た
ま
ひ
て
後
、
た
と
し
へ
な
き
人
の
御
さ
ま
を
見
る

に
つ
け
て
も
、
忍
び
が
た
く
て
、
折
々
の
返
り
事
も
わ
り
な
く
紛
ら
は
し
て
し
た
る
ほ

ど
、
日
ご
ろ
い
み
じ
く
浅
か
ら
ず
書
き
交
は
さ
む
を
、
こ
の
後
し
も
、
跡
絶
え
た
ら
ま

し
か
ば
い
か
に
口
惜
し
か
ら
ま
し
と
、
限
り
な
く
思
ひ
知
ら
れ
た
る
も
こ
と
わ
り
な
り

か
し
。 

（
二
二
九
頁
）

と
、
女
一
の
宮
の
気
の
配
り
方
を
褒
め
、
寝
覚
の
上
の
心
遣
い
も
と
て
も
良
い
と
評
し
て
い

る
。

　『
み
つ
の
浜
松
』
論
で
は
、

ま
た
、「『
み
つ
の
浜
松
』
こ
そ
、『
寝
覚
』『
狭
衣
』
ば
か
り
の
世
の
覚
え
は
な
か
め
れ

ど
、
言
葉
遣
ひ
、
あ
り
さ
ま
を
は
じ
め
、
何
事
も
め
づ
ら
し
く
、
あ
は
れ
に
も
い
み
じ

く
も
、
す
べ
て
物
語
を
作
る
と
な
ら
ば
、
か
く
こ
そ
思
ひ
寄
る
べ
け
れ
、
と
お
ぼ
ゆ
る

も
の
に
て
は
べ
れ
。
す
べ
て
こ
と
の
趣
め
づ
ら
し
く
、
歌
な
ど
も
よ
く
、
中
納
言
の
心

用
ゐ
、
あ
り
さ
ま
な
ど
あ
ら
ま
ほ
し
く
、
こ
の
、
薫
大
将
の
た
ぐ
ひ
に
な
り
ぬ
べ
く
、

め
で
た
く
こ
そ
あ
れ
。 

（
二
三
五
頁
）

と
、『
み
つ
の
浜
松
』（『
浜
松
中
納
言
物
語
』）
の
主
人
公
で
あ
る
中
納
言
の
心
配
り
や
様
子

が
理
想
的
で
、『
源
氏
物
語
』
の
薫
大
将
と
同
じ
類
で
す
ば
ら
し
い
と
語
っ
て
い
る
。

（四）

『無名草子』の「心用ゐ」「心遣ひ」をめぐって　 

太
后
宮
の
御
事
を
、
限
り
な
く
め
で
た
く
聞
こ
ゆ
る
に
つ
け
て
も
、
愛
敬
づ
き
な
つ
か

し
く
候
ひ
け
る
ほ
ど
の
こ
と
も
、
君
の
御
あ
り
さ
ま
も
、
な
つ
か
し
く
い
み
じ
く
お
は

し
ま
し
し
、
な
ど
聞
こ
え
表
し
た
る
も
、
心
に
似
ぬ
体て

い

に
て
あ
め
る
。
か
つ
は
ま
た
、

御
心
柄
な
る
べ
し
。」

に
、「
誰
の
「
御
心
柄
」
か
。」
と
い
う
問
い
が
あ
り
、「
御
」
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
紫
式

部
の
性
格
で
は
な
く
、
彰
子
や
道
長
の
ご
性
格
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　
講
読
以
外
の
大
学
の
講
義
で
は
、
幅
広
く
作
品
を
取
り
上
げ
る
た
め
一
つ
の
作
品
に
対
す

る
説
明
は
ど
う
し
て
も
短
く
な
る
。
女
の
論
の
中
の
清
少
納
言
と
紫
式
部
の
み
で
は
『
無
名

草
子
』
の
一
端
し
か
説
明
で
き
な
い
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
女
の
論
の
冒
頭
と
、『
源

氏
物
語
』
論
・『
と
り
か
へ
ば
や
』
論
・『
今
と
り
か
へ
ば
や
論
』
も
配
布
し
読
ん
で
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
梅
田
教
室
で
「「
無
名
草
子
」
を
味
わ
お
う

（
６
）

」
と
題
し
て
、
二
○
二

○
年
一
○
月
か
ら
二
○
二
一
年
九
月
ま
で
講
義
す
る
機
会
を
得
た
。
作
品
を
前
か
ら
順
に
解

説
す
る
中
で
、「
心
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
中
で
も
「
心
用
ゐ
」

と
い
う
語
に
着
目
し
た
。

二
　『
無
名
草
子
』
に
お
け
る
「
心
用
ゐ
」「
心
遣
ひ
」「
用
意
」

　『
無
名
草
子
』
の
中
に
は
、「
心
用
ゐ
」
と
い
う
語
が
七
例

（
７
）

用
い
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
国

語
大
辞
典

（
８
）

』
に
、

こ
こ
ろ
‐
も
ち
い
‥
も
ち
ゐ 

【
心
用
】〔
名
〕
気
の
く
ば
り
方
。
心
づ
か
い
。
心
が
け
。
ま
た
、

性
格
。

と
あ
る
語
で
あ
る
。

　『
無
名
草
子
』
の
『
源
氏
物
語
』
論
の
中
の
「
め
で
た
き
女
」
で
、

こ
の
若
き
人
、「
め
で
た
き
女
は
誰
々
か
は
べ
る
」
と
言
へ
ば
、「
桐
壺
の
更
衣
、
藤
壺

と
、
一
と
い
う
漢
字
さ
え
書
い
て
み
せ
ず
、
屏
風
に
書
い
て
あ
る
文
字
も
読
ま
な
い
ふ
り
を

し
、
人
が
い
な
い
所
で
は
、
中
宮
に
『
白
氏
文
集
』
を
読
ん
だ
り
「
楽
府
」
を
教
え
た
り
し

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　『
紫
式
部
日
記
』
の
中
の
清
少
納
言
に
つ
い
て
記
す
箇
所
で
、

　
清
少
納
言
こ
そ
、し
た
り
顔
に
い
み
じ
う
は
べ
り
け
る
人
。
さ
ば
か
り
さ
か
し
だ
ち
、

真
名
書
き
ち
ら
し
て
は
べ
る
ほ
ど
も
、
よ
く
見
れ
ば
、
ま
だ
い
と
た
ら
ぬ
こ
と
多
か
り
。

 

（
二
○
二
頁
）

と
、
清
少
納
言
が
漢
字
を
書
き
散
ら
し
て
い
る
け
れ
ど
、
よ
く
見
る
と
、
ひ
ど
く
足
り
な
い

点
が
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。

　
田
渕
句
美
子
氏
は
「
女
性
に
よ
る
漢
字
使
用
に
つ
い
て

（
５
）

」、

平
安
期
に
は
、
漢
字
に
対
し
て
平
仮
名
が
「
女
手
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性

に
は
漢
字
・
漢
詩
文
に
対
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に
基
づ
く
謙
退
的
な
姿
勢
が
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。（
略
）
母
、
乳
母
、
女
房
な
ど
が
男
子
を
教
育
す
る
場
合
に
、

漢
字
を
教
え
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
教
育
す
る
立
場
の
女
性
は
、
漢
字

や
漢
学
に
通
暁
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
女
子
で
あ
っ
て
も
、
女
房
が
姫

君
に
漢
籍
を
教
え
る
こ
と
は
、『
紫
式
部
日
記
』の
彰
子
進
講
だ
け
で
は
な
く
、多
く
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
女
が
漢
字
に
親
し
む
こ
と
を
好
ま
し
く
思
わ
な
い
風
潮
が
あ
る
一
方
で
、

教
育
す
る
立
場
で
あ
る
女
房
と
し
て
は
、
漢
字
が
必
須
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ひ
け
ら
か
す

も
の
で
は
な
く
、
人
知
れ
ず
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
講
義
で
は
、
平
安
時
代
の
真
名
と
仮

名
に
関
し
て
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
高
校
教
科
書
の
『
無
名
草
子
』「
紫
式
部
」
論
の
続
き
、

君
の
御
あ
り
さ
ま
な
ど
を
ば
、
い
み
じ
く
め
で
た
く
思
ひ
聞
こ
え
な
が
ら
、
つ
ゆ
ば
か

り
も
、
か
け
か
け
し
く
馴
ら
し
顔
に
聞
こ
え
出
で
ぬ
ほ
ど
も
、
い
み
じ
く
、
ま
た
、
皇
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歌
詠
み
の
方
こ
そ
、
元
輔
が
女
に
て
、
さ
ば
か
り
な
り
け
る
ほ
ど
よ
り
は
、
優
れ
ざ

り
け
る
と
か
や
と
お
ぼ
ゆ
る
。『
後
拾
遺
』
な
ど
に
も
、
む
げ
に
少
な
う
入
り
て
侍
る

め
り
。
自
ら
も
思
ひ
知
り
て
、
申
し
請
ひ
て
、
さ
や
う
の
こ
と
に
は
交
じ
り
侍
ら
ざ
り

け
る
に
や
。
さ
ら
で
は
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
る
も
の
に
こ
そ
あ
め
れ
。

 

（
傍
線
礪
波
以
下
同
。）

に
お
け
る
「「
さ
や
う
の
こ
と
」
と
は
何
か
。」
と
い
う
問
い
に
関
し
て
、
指
示
語
の
こ
と
を

説
明
し
、
清
少
納
言
の
父
清
原
元
輔
が
二
つ
目
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
者

で
あ
る
梨
壺
の
五
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
た
上
で
、
優
れ
た
親
と
比
較
さ
れ
る
子

の
気
持
ち
も
想
像
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
段
落
冒
頭
の
「
歌
詠
み
の
方
」
を
指
し

て
お
り
、「
和
歌
関
係
の
こ
と
」
を
指
す
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
。

　「
紫
式
部
」
論
で
は
、

「
い
ま
だ
宮
仕
へ
も
せ
で
里
に
侍
り
け
る
折
、
か
か
る
も
の
作
り
出
で
た
り
け
る
に
よ

り
て
、
召
し
出
で
ら
れ
て
、
そ
れ
ゆ
ゑ
紫
式
部
と
い
ふ
名
は
付
け
た
り
、
と
も
申
す

は
、
い
づ
れ
か
ま
こ
と
に
て
侍
ら
む
。
そ
の
人
の
日
記
と
い
ふ
も
の
侍
り
し
に
も
、『
参

り
け
る
初
め
ば
か
り
、
恥
づ
か
し
う
も
、
心
に
く
く
も
、
ま
た
添
ひ
苦
し
う
も
あ
ら
む

ず
ら
む
と
、
お
の
お
の
思
へ
り
け
る
ほ
ど
に
、
い
と
思
は
ず
に
ほ
け
づ
き
、
か
た
ほ
に

て
、一
文
字
を
だ
に
引
か
ぬ
さ
ま
な
り
け
れ
ば
、か
く
思
は
ず
と
、友
達
ど
も
思
は
る
。』

な
ど
こ
そ
見
え
て
侍
れ
。

に
お
い
て
、『
紫
式
部
日
記
』
の
中
で
、
紫
式
部
が
女
房
と
し
て
新
参
だ
っ
た
頃
、
周
り
の

女
房
達
が
紫
式
部
の
こ
と
を
、
気
後
れ
す
る
ぐ
ら
い
立
派
で
奥
ゆ
か
し
く
、
近
く
に
い
る
と

気
づ
ま
り
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
違
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
紫
式
部
の

様
子
を
記
す
「「
一
文
字
を
だ
に
引
か
ぬ
さ
ま
」
と
は
ど
ん
な
様
子
か
。」
と
い
う
問
い
に
関

し
て
、
一
と
い
う
文
字
が
ど
う
い
う
も
の
か
考
え
さ
せ
、
一
と
い
う
最
も
簡
単
な
漢
字
（
真

名
）
で
さ
え
も
書
か
な
い
様
子
を
指
す
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　『
紫
式
部
日
記

（
４
）

』
の
中
で
は
、

　
内
裏
の
う
へ
の
、
源
氏
の
物
語
人
に
読
ま
せ
た
ま
ひ
つ
つ
聞
こ
し
め
し
け
る
に
、「
こ

の
人
は
日
本
紀
を
こ
そ
読
み
た
る
べ
け
れ
。
ま
こ
と
に
才ざ

え

あ
る
べ
し
」
と
、
の
た
ま
は

せ
け
る
を
、
ふ
と
推
し
は
か
り
に
、「
い
み
じ
う
な
む
才
が
あ
る
」
と
、
殿
上
人
な
ど

に
い
ひ
散
ら
し
て
、
日
本
紀
の
御
局
と
ぞ
つ
け
た
り
け
る
、
い
と
を
か
し
く
ぞ
は
べ
る
。

こ
の
ふ
る
里
の
女
の
前
に
て
だ
に
、
つ
つ
み
は
べ
る
も
の
を
、
さ
る
と
こ
ろ
に
て
才
さ

か
し
出
で
は
べ
ら
む
よ
。 

（
二
○
八
頁
）

と
、
漢
学
の
才
能
が
あ
る
こ
と
を
、
実
家
の
侍
女
達
の
前
で
も
隠
し
、
ひ
け
ら
か
し
た
り
し

て
い
な
い
の
に
、『
源
氏
物
語
』
の
中
身
か
ら
、
天
皇
が
作
者
は
『
日
本
書
紀
』
を
読
ん
で

い
る
と
仰
せ
ら
れ
た
た
め
に
、「
日
本
紀
の
御
局
」
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
、
父
に
弟
が
漢
籍
を
習
っ
て
い
た
時
、
弟
は
読
み
覚

え
る
の
に
手
間
取
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
横
で
聞
い
て
い
た
紫
式
部
が
早
く
理
解
し
た
の
で

「
口
惜
し
う
、
男を

の
こ
ご子

に
て
持
た
ら
ぬ
こ
そ
幸
ひ
な
か
り
け
れ
」
と
父
が
嘆
い
た
話
を
記
す
。

そ
し
て
、

　
そ
れ
を
、「
を
の
こ
だ
に
才
が
り
ぬ
る
人
は
、
い
か
に
ぞ
や
、
は
な
や
か
な
ら
ず
の

み
は
べ
る
め
る
よ
」
と
、
や
う
や
う
人
の
い
ふ
も
聞
き
と
め
て
後
、
一
と
い
ふ
文
字
を

だ
に
書
き
わ
た
し
は
べ
ら
ず
、
い
と
て
づ
つ
に
、
あ
さ
ま
し
く
は
べ
り
。
読
み
し
書ふ

み

な

ど
い
ひ
け
む
も
の
、
目
に
も
と
ど
め
ず
な
り
て
は
べ
り
し
に
、
い
よ
い
よ
、
か
か
る
こ

と
聞
き
は
べ
り
し
か
ば
、
い
か
に
人
も
伝
へ
聞
き
て
に
く
む
ら
む
と
、
恥
づ
か
し
さ
に
、

御
屏
風
の
上
に
書
き
た
る
こ
と
を
だ
に
読
ま
ぬ
顔
を
し
は
べ
り
し
を
、
宮
の
、
御
前
に

て
、
文も

ん
じ
ふ集

の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
読
ま
せ
た
ま
ひ
な
ど
し
て
、
さ
る
さ
ま
の
こ
と
知
ろ
し
め

さ
ま
ほ
し
げ
に
お
ぼ
い
た
り
し
か
ば
、
い
と
し
の
び
て
、
人
の
さ
ぶ
ら
は
ぬ
も
の
の
ひ

ま
ひ
ま
に
、
を
と
と
し
の
夏
ご
ろ
よ
り
、
楽が

 ふ府
と
い
ふ
書
二
巻
を
ぞ
、
し
ど
け
な
な
が

ら
教
へ
た
て
き
こ
え
さ
せ
て
は
べ
る
、
隠
し
は
べ
り
。 

（
二
○
九
頁
）
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歌
詠
み
の
方
こ
そ
、
元
輔
が
女
に
て
、
さ
ば
か
り
な
り
け
る
ほ
ど
よ
り
は
、
優
れ
ざ

り
け
る
と
か
や
と
お
ぼ
ゆ
る
。『
後
拾
遺
』
な
ど
に
も
、
む
げ
に
少
な
う
入
り
て
侍
る

め
り
。
自
ら
も
思
ひ
知
り
て
、
申
し
請
ひ
て
、
さ
や
う
の
こ
と
に
は
交
じ
り
侍
ら
ざ
り

け
る
に
や
。
さ
ら
で
は
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
る
も
の
に
こ
そ
あ
め
れ
。

 

（
傍
線
礪
波
以
下
同
。）

に
お
け
る
「「
さ
や
う
の
こ
と
」
と
は
何
か
。」
と
い
う
問
い
に
関
し
て
、
指
示
語
の
こ
と
を

説
明
し
、
清
少
納
言
の
父
清
原
元
輔
が
二
つ
目
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
者

で
あ
る
梨
壺
の
五
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
た
上
で
、
優
れ
た
親
と
比
較
さ
れ
る
子

の
気
持
ち
も
想
像
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
段
落
冒
頭
の
「
歌
詠
み
の
方
」
を
指
し

て
お
り
、「
和
歌
関
係
の
こ
と
」
を
指
す
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
。

　「
紫
式
部
」
論
で
は
、

「
い
ま
だ
宮
仕
へ
も
せ
で
里
に
侍
り
け
る
折
、
か
か
る
も
の
作
り
出
で
た
り
け
る
に
よ

り
て
、
召
し
出
で
ら
れ
て
、
そ
れ
ゆ
ゑ
紫
式
部
と
い
ふ
名
は
付
け
た
り
、
と
も
申
す

は
、
い
づ
れ
か
ま
こ
と
に
て
侍
ら
む
。
そ
の
人
の
日
記
と
い
ふ
も
の
侍
り
し
に
も
、『
参

り
け
る
初
め
ば
か
り
、
恥
づ
か
し
う
も
、
心
に
く
く
も
、
ま
た
添
ひ
苦
し
う
も
あ
ら
む

ず
ら
む
と
、
お
の
お
の
思
へ
り
け
る
ほ
ど
に
、
い
と
思
は
ず
に
ほ
け
づ
き
、
か
た
ほ
に

て
、一
文
字
を
だ
に
引
か
ぬ
さ
ま
な
り
け
れ
ば
、か
く
思
は
ず
と
、友
達
ど
も
思
は
る
。』

な
ど
こ
そ
見
え
て
侍
れ
。

に
お
い
て
、『
紫
式
部
日
記
』
の
中
で
、
紫
式
部
が
女
房
と
し
て
新
参
だ
っ
た
頃
、
周
り
の

女
房
達
が
紫
式
部
の
こ
と
を
、
気
後
れ
す
る
ぐ
ら
い
立
派
で
奥
ゆ
か
し
く
、
近
く
に
い
る
と

気
づ
ま
り
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
違
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
紫
式
部
の

様
子
を
記
す
「「
一
文
字
を
だ
に
引
か
ぬ
さ
ま
」
と
は
ど
ん
な
様
子
か
。」
と
い
う
問
い
に
関

し
て
、
一
と
い
う
文
字
が
ど
う
い
う
も
の
か
考
え
さ
せ
、
一
と
い
う
最
も
簡
単
な
漢
字
（
真

名
）
で
さ
え
も
書
か
な
い
様
子
を
指
す
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　『
紫
式
部
日
記

（
４
）

』
の
中
で
は
、

　
内
裏
の
う
へ
の
、
源
氏
の
物
語
人
に
読
ま
せ
た
ま
ひ
つ
つ
聞
こ
し
め
し
け
る
に
、「
こ

の
人
は
日
本
紀
を
こ
そ
読
み
た
る
べ
け
れ
。
ま
こ
と
に
才ざ

え

あ
る
べ
し
」
と
、
の
た
ま
は

せ
け
る
を
、
ふ
と
推
し
は
か
り
に
、「
い
み
じ
う
な
む
才
が
あ
る
」
と
、
殿
上
人
な
ど

に
い
ひ
散
ら
し
て
、
日
本
紀
の
御
局
と
ぞ
つ
け
た
り
け
る
、
い
と
を
か
し
く
ぞ
は
べ
る
。

こ
の
ふ
る
里
の
女
の
前
に
て
だ
に
、
つ
つ
み
は
べ
る
も
の
を
、
さ
る
と
こ
ろ
に
て
才
さ

か
し
出
で
は
べ
ら
む
よ
。 

（
二
○
八
頁
）

と
、
漢
学
の
才
能
が
あ
る
こ
と
を
、
実
家
の
侍
女
達
の
前
で
も
隠
し
、
ひ
け
ら
か
し
た
り
し

て
い
な
い
の
に
、『
源
氏
物
語
』
の
中
身
か
ら
、
天
皇
が
作
者
は
『
日
本
書
紀
』
を
読
ん
で

い
る
と
仰
せ
ら
れ
た
た
め
に
、「
日
本
紀
の
御
局
」
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
、
父
に
弟
が
漢
籍
を
習
っ
て
い
た
時
、
弟
は
読
み
覚

え
る
の
に
手
間
取
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
横
で
聞
い
て
い
た
紫
式
部
が
早
く
理
解
し
た
の
で

「
口
惜
し
う
、
男を

の
こ
ご子

に
て
持
た
ら
ぬ
こ
そ
幸
ひ
な
か
り
け
れ
」
と
父
が
嘆
い
た
話
を
記
す
。

そ
し
て
、

　
そ
れ
を
、「
を
の
こ
だ
に
才
が
り
ぬ
る
人
は
、
い
か
に
ぞ
や
、
は
な
や
か
な
ら
ず
の

み
は
べ
る
め
る
よ
」
と
、
や
う
や
う
人
の
い
ふ
も
聞
き
と
め
て
後
、
一
と
い
ふ
文
字
を

だ
に
書
き
わ
た
し
は
べ
ら
ず
、
い
と
て
づ
つ
に
、
あ
さ
ま
し
く
は
べ
り
。
読
み
し
書ふ

み

な

ど
い
ひ
け
む
も
の
、
目
に
も
と
ど
め
ず
な
り
て
は
べ
り
し
に
、
い
よ
い
よ
、
か
か
る
こ

と
聞
き
は
べ
り
し
か
ば
、
い
か
に
人
も
伝
へ
聞
き
て
に
く
む
ら
む
と
、
恥
づ
か
し
さ
に
、

御
屏
風
の
上
に
書
き
た
る
こ
と
を
だ
に
読
ま
ぬ
顔
を
し
は
べ
り
し
を
、
宮
の
、
御
前
に

て
、
文も

ん
じ
ふ集

の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
読
ま
せ
た
ま
ひ
な
ど
し
て
、
さ
る
さ
ま
の
こ
と
知
ろ
し
め

さ
ま
ほ
し
げ
に
お
ぼ
い
た
り
し
か
ば
、
い
と
し
の
び
て
、
人
の
さ
ぶ
ら
は
ぬ
も
の
の
ひ

ま
ひ
ま
に
、
を
と
と
し
の
夏
ご
ろ
よ
り
、
楽が

 ふ府
と
い
ふ
書
二
巻
を
ぞ
、
し
ど
け
な
な
が

ら
教
へ
た
て
き
こ
え
さ
せ
て
は
べ
る
、
隠
し
は
べ
り
。 

（
二
○
九
頁
）

（二）

『無名草子』の「心用ゐ」「心遣ひ」をめぐって　 

子
）・
小
野
の
皇
太
后
宮
（
歓
子
）
の
十
二
名
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
末
尾
に
、
男
の
論
に
関
し
て
、

例
の
人
、「
さ
の
み
、
女
の
沙
汰
に
て
の
み
夜
を
明
か
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
の
、
む
げ
に

男
の
交
じ
ら
ざ
ら
む
こ
そ
、
人
わ
ろ
け
れ
」
と
言
へ
ば
、「
げ
に
、
昔
も
今
も
、
そ
れ

は
い
と
聞
き
ど
こ
ろ
あ
り
。
い
み
じ
き
こ
と
、
い
か
に
多
か
ら
む
。
同
じ
く
は
、
さ
ら

ば
、
帝
の
御
上
よ
り
こ
そ
言
ひ
立
ち
な
め
、『
世
継
』『
大
鏡
』
な
ど
を
御
覧
ぜ
よ
か
し
。

そ
れ
に
過
ぎ
た
る
こ
と
は
、
何
事
か
は
申
す
べ
き
」
と
言
ひ
な
が
ら
。 

（
二
八
五
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。『
世
継
』
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
二
○
に
「『
世
継
』
は
、

広
義
に
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
物
語
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
大
鏡
』
と
併
称
さ
れ
て
い
る

の
で
、
お
そ
ら
く
『
栄
花
物
語
』
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
作
品
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。」

と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
中
、
色
々
な
質
問

を
し
て
次
の
話
題
の
き
っ
か
け
を
作
り
続
け
た
例
の
若
い
女
房
が
、
女
性
論
ば
か
り
で
男
性

論
が
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
み
っ
と
も
な
い
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
論
に
関
し
て

は
歴
史
物
語
の
『
栄
花
物
語
』
や
『
大
鏡
』
を
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
、
申

し
上
げ
よ
う
が
な
い
と
言
い
な
が
ら
、話
は
続
い
て
い
く
よ
う
だ
と
い
う
終
わ
り
方
を
す
る
。

　
高
校
の
教
科
書
に
は
、
女
の
論
の
う
ち
「
紫
式
部
」
だ
け
、「
小
野
小
町
」
だ
け
、「
清
少

納
言
」
と
「
紫
式
部
」
の
二
つ
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
あ
り
、「
文ふ

み

」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

も
の
が
あ
る

（
２
）

。

　
大
和
大
学
の
講
義
で
は
一
回
生
配
当
の
「
国
文
学
概
論
Ⅰ
」
に
て
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
『
無
名
草
子
』
の
「
撰
集
と
女
」
の
一
部
と
「
清
少
納
言
」
を
読
み
、二
回
生
配
当
の
「
国

文
学
史
Ⅱ
」
に
て
『
高
等
学
校
古
典
Ｂ
　
古
文
編

（
３
）

』
の
評
論
『
無
名
草
子
』
の
「
清
少
納
言
」

と
「
紫
式
部
」
の
箇
所
を
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
現
代
語
訳
や
頭
注
を
参
考
に
し
な

が
ら
脚
注
内
の
問
題
を
解
か
せ
た
上
で
、
解
説
し
て
い
る
。

　「
清
少
納
言
」
論
で
は
、

一
　
授
業
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
無
名
草
子
』
に
つ
い
て

　『
無
名
草
子
』
は
、現
存
最
古
の
物
語
評
論
と
さ
れ
、『
大
鏡
』『
宝
物
集
』
な
ど
と
同
じ
く
、

登
場
人
物
が
物
語
・
歌
集
や
女
性
に
つ
い
て
評
論
す
る
。
著
者
は
未
詳
だ
が
、
藤
原
俊
成
の

孫
で
あ
る
俊
成
卿
女

の
む
す
め説

が
有
力
で
、
建
久
九
〜
建
仁
二
（
一
一
九
八
〜
一
二
○
二
）
年
頃

成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
八
三
歳
の
老
尼
が
、
最
勝
光
院
で
女
房
た
ち
の
語
り
あ
う
の
を
聞
い

て
記
し
た
と
い
う
構
成
で
、
当
時
の
美
意
識
や
散
逸
物
語
類
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。

　
花
・
紅
葉
・
月
・
雪
・
文
（
手
紙
）・
夢
・
涙
・
阿
弥
陀
仏
・
法
華
経
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

ま
ず
『
源
氏
物
語
』
の
巻
々
の
論
・
め
で
た
き
女
・
い
み
じ
き
女
・
好
も
し
き
女
・
い
と
ほ

し
き
女
・
男
の
論
・
あ
は
れ
な
る
こ
と
・
い
み
じ
き
こ
と
・
い
と
ほ
し
き
こ
と
・
心
や
ま
し

き
こ
と
・
あ
さ
ま
し
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、『
狭
衣
物
語
』『
夜
の
寝
覚
』『
み

つ
の
浜
松
』『
玉
藻
』『
と
り
か
へ
ば
や
』『
隠
れ
蓑
』『
今
と
り
か
へ
ば
や
』『
心
高
き
』『
朝

倉
』『
川
霧
』『
岩
打
つ
波
』『
海
人
の
刈
藻
』『
末
葉
の
露
』『
露
の
宿
り
』『
み
か
は
に
咲
け
る
』

『
宇
治
の
川
波
』『
駒
迎
へ
』『
緒
絶
え
の
沼
』『
初
雪
』、
今
の
世
の
物
語
に
関
し
て
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
物
語
の
中
に
は
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
散
逸
物
語
が
多
く
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
物

語
に
関
し
て
、「
ま
こ
と
し
か
ら
ず
」
と
真
実
ら
し
さ
が
な
い
と
述
べ
、

例
の
若
き
声
に
て
、「
思
へ
ば
、
皆
こ
れ
は
、
さ
れ
ば
偽
り
、
そ
ら
事
な
り
。
ま
こ
と

に
あ
り
け
る
こ
と
を
の
た
ま
へ
か
し
。『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』
な
ど
は
、
げ
に
あ

る
こ
と
と
聞
き
は
べ
る
は
、
返
す
返
す
い
み
じ
く
こ
そ
は
べ
れ
。
そ
れ
も
少
し
の
た
ま

へ
か
し
」　 

（
二
五
八
頁

（
１
）

）

と
実
際
に
あ
っ
た
話
と
し
て
、『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』
の
話
を
聞
き
出
す
。
そ
し
て
、『
万

葉
集
』
か
ら
『
千
載
集
』
ま
で
の
勅
撰
集
お
よ
び
私
撰
集
・
歌
集
・
題
詠
に
関
し
て
述
べ
た
後
、

女
の
論
と
し
て
、
小
野
小
町
・
清
少
納
言
・
小
式
部
内
侍
・
和
泉
式
部
・
宮
の
宣
旨
・
伊
勢

の
御
息
所
・
兵
衛
内
侍
・
紫
式
部
・
皇
后
宮
（
定
子
）・
上
東
門
院
（
彰
子
）・
大
斎
院
（
選
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『
無
名
草
子
』
の
「
心
用
ゐ
」「
心
遣
ひ
」
を
め
ぐ
っ
て

A Study on M
um

yo Zoshi (Story W
ithout a Nam

e) in regard to "Kokoro M
ochiw

i","Kokoro 
dukahi"(consideration)

要
　
旨

　
本
論
文
で
は
、『
無
名
草
子
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
無
名
草
子
』
は
現
存
最
古
の
物
語
評
論
と
さ
れ
、『
大
鏡
』『
宝
物
集
』
な
ど
と
同
じ
く
、
登
場
人
物
が
物
語
・
歌
集
や
女
性
に
つ
い
て
評
論
す
る
の
を

聞
き
書
き
し
た
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
教
育
さ
れ
る
立
場
の
若
い
女
房
が
、
話
の
引
き
出
し
役
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
授
業
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
無
名
草
子
』
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
特
に
、
高
等
学

校
の
教
科
書
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
清
少
納
言
論
・
紫
式
部
論
に
関
し
て
述
べ
た
。
第
二
章
で
は
『
無
名
草
子
』
に
お
け
る
「
心
用
ゐ
」「
心
遣
ひ
」「
用
意
」
に
関
し
て
考
察
し
た
。
第
三
章
で
は
『
源

氏
物
語
』
等
に
お
け
る
「
心
用
ひ
」「
心
用
ゐ
」「
心
用
意
」
に
関
し
て
考
察
し
、
今
後
の
『
無
名
草
子
』
の
講
義
で
は
「
心
」
に
着
目
し
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
。

Abstract

　In this paper, I analized on M
um

yo Zoshi (Story W
ithout a Nam

e). M
um

yo Zoshi is oldest story criticism
 in Japan. The sam

e as Okagam
i (a historical tale) and H

obutsushu
(the 

Collection of Treasures), w
riting w

hat one hears about M
onogatari (tales) and Kasuu (collection of  31-syllable Japanese poem

s) and w
om

en. The young w
om

an of the 

educated situation becom
es the draw

er position of the story. In the fi rst chapter, I explained M
um

yo Zoshi w
hich I lectured. Particularly, I described it about Seishonagon and 

M
urasakishikibu w

hich appears in the textbook of the high school. In the second chapter, I analized on M
um

yo Zoshi in regard to "Kokoro M
ochiw

i", "Kokoro dukahi", and "Youi" 

(consideration). In the third chapter, I analized on The Tale of Genji and the like in regard to "Kokoro M
ochihi", "Kokoro M

ochiw
i", and "Kokoro Youi"(consideration). And then I 

described that I pay m
y attention to "Kokoro" in the lecture of M

um
yo Zoshi in the future.
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無
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子
・
心
用
ゐ
・
心
遣
ひ
・
用
意
・
源
氏
物
語

keyw
ord

：M
um

yo Zoshi (Story W
ithout a Nam

e), Kokoro M
ochiw

i, Kokoro dukahi, Youi, Genji M
onogatari (The Tale of Genji)
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